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１．児童発達支援センターの役割
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２．その他の障害児通所支援の在
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障害児支援の在り方に関する検討会 開催要綱（案） 

 

 

１．趣旨 

 

平成２４年４月施行の児童福祉法改正等により、障害児支援の体系の再編・一元

化が行われた。その施行状況等を検証した上で、子ども・子育て支援法の施行も踏ま

えた今後の障害児支援の在り方について、有識者、関係者の参集を得て検討を行

う。 

 

２．検討事項 

 

（１） 児童発達支援センターの役割（地域支援機能の在り方、他分野も含めた関係機

関との連携等） 

（２） その他障害児通所支援の在り方 

（３） 障害児入所支援の在り方 

（４） その他 

 

３．構成等 

 

（１） 本検討会は、社会・援護局障害保健福祉部長による検討会とし、社会・援護局障

害保健福祉部長が開催する。 

（２） 構成員は、別紙のとおりとする。 

（３） 本検討会に、座長及び座長代理を置く。 

（４） 座長は、構成員の互選により選出し、座長代理は、構成員の中から座長が指名す

る。 

（５） 座長は、必要に応じ意見を聴取するため、参考人を招へいすることができる。 

（６） その他、検討会の運営に関し、必要な事項は座長が定める。 

 

４．その他 

 

本検討会の庶務は、社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課障害児・発達障害

者支援室が行う。 

 

  



別 紙 

（五十音順、敬称略） 

障害児支援の在り方に関する検討会 構成員名簿 

 

朝貝 芳美   全国肢体不自由児施設運営協議会副会長 

 

石橋 章   一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会理事 

 

市川 宏伸   一般社団法人日本発達障害ネットワーク理事長 

 

大塚 晃     上智大学総合人間科学部教授 

 

大南 英明   全国特別支援教育推進連盟理事長 

 

岡田 喜篤   公益社団法人日本重症心身障害福祉協会理事長 

 

柏女 霊峰   淑徳大学総合福祉学部教授 

 

片桐 公彦   特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク事務局長 

 

加藤 正仁   一般社団法人全国児童発達支援協議会会長 

 

佐藤 進     埼玉県立大学名誉教授 

 

高木 正三   社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会理事 

 

田中 齋     公益財団法人日本知的障害者福祉協会副会長 

 

田中 正博   社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会常務理事 

 

田畑 寿明   特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会事務局次長 

 

柘植 雅義   独立行政法人国立特別支援教育総合研究所教育情報部上席総括研究員 

 

辻井 正次   中京大学現代社会学部教授 

 

松浦 加代子  滋賀県湖南市健康福祉部社会福祉課発達支援室長 

 

宮田 広善   一般社団法人全国児童発達支援協議会副会長 

 

渡辺 顕一郎  日本福祉大学子ども発達学部教授 


